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甜奈の倍数性品種に闘する研究

第1報花粉の形成と花粉の

人工委穿について山

長尾正人

高橋高右衛門

緒言

育種の目的で倍数体ど育成しとれが新しい，いわゆる傍軟性品種として，賞用に供されて

いる例は，近年段々に増加する傾向にあるが，甜菜 Beta叩 19arisL.もその一例である。北海道

農業試験場では，甜タミの三倍休IJ11種の一つを，甜菜3n1蹴と呼んで，昭和27年度から指導奨励

に移すととになった(北農第204披， 1952)。

倍主主体の育成による一一或は言いかえると車III胞遺体撃の基礎に立つ一一甜菜の育師、は，昭和

16年以米，京都にある木原生物製研究所の研究課題イ研究主任一一松村清二)として取り上げられ

昭和 17年 (1942年)には，コルヒチン盛正!日による，四倍体甜菜の最初の研究報告がなされたが

(松村， 山:r1942)， その後の調7脊t白台j'

して利}川l目jし期期難(上:いが7た己めに，ドblf書体よりも生育が旺盛で・lF熟なる，三倍休を利用するととの方が有

利でJあるという見通しを得るに至った(望月，松村 1949，1950)。その|日J，北海道現地側の研究機

闘として，北海道農業試験場，北海道大;尋4農製部育積製教室，同大接附属農場育積部は各々とれ

に協力し，首而する基礎的な研究蛇ぴに生産力検定試験を夫々の立場に沿いて分携し，特定組合

せの三位体は，特に生産力について優り，貫用的栽培の可能性が認められるとの結論に到接した

ととは，最初に記した通りである。

三倍休甜菜は，二倍休と凶俗体との交雑によって作られる。二倍体と凶倍休の何れを花粉親

に用いても，交雑は可能で、あるが，凶俗体を純梓に保存するととは，三倍休利用の前提としての

1) 北海道大挙農製部育種塾数室業績

2) 北海道大事農製部附属笈験農場育種部業績
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第一保件である。3Z.ILLIi書休の稔性，交雑能力 (combiningabi1ity)などは，三倍休品種の性能に直

接つながる問題である。とれらの問題の基礎として，著者等は四倍休の花粉形成立主びに花粉鼓:ff-

に閥ずる問題を分指調在した。本論文はとれに就いての成績を取りまとめたものである。友沿!ι1

4JP休，三倍休などの特性調張主主びに生産力検定試験の成績は，現在椴続中の賞験結果をまって，

引きつづいて報背したい1象定で‘いる。

との研究は，北大農事部甜菜研究合の研究，文部省科事z研究費による綜合研究“耐楽の粧器

製的挫ぴに農J準的研究"同じく試験研究費による“百甘茶の細胞遺体感による rr~f1lì:改良"に側主li し

て計煮貰施せられたものであるととを記し，本論に入るに先だって，文部省から交けた研究費の

助成に到し又調不正に際し多大の{足立を興えられ， 11.つ研究費の援助を寄せられたる，日本甜菜柄

業株式合ijH:に封し，深く感謝の意を表する。又種々助言を頂いた北海道産業試験場技師細川主主治

氏，調不正に協力せられたる早瀬康司，鈴木道府:)林政明，奥茂一信，北村興-lIiの各{立に!:tし， J享

〈御躍をけl しJ~.げ、る o

なま云寅険方法に就いては夫々の項目のととろで述べるとととするρ

寅駿結果

1. 花粉形成

{!1，:;1ft品砲は一本育48蹴， それの人舟四倍休である 4048披及び本育162蹴の人億四倍体4162

1虎である。 48蹴及び4048披に就いては胞原和il胞より成熟花粉粒に至る!昔!の護法全般に闘して，

また 4162蹴に就いては特に減数分裂に闘して観察した。

プレパラートの作製は通常のパラフイン法に依って必り，固定はカルノア 3:1液，染色はハ

イデ、ンハ fン餓lif1縛ヘマトキシリン訟をmい，切片の!豆さは lOJう主 15μである。
花粉粒の護法:

-IE常護法: 若い約の胞!京組織の品111胞は数回の分裂を行つてな誌に多数の花粉ほ細胞とな

る。件細胞中の核は次第に網目i\kを主し，更に赫欣の核締となり*ìII締J~l に入る。次いで、接合制，

太統j羽，複赫!Pl を *~i~ ， その!封H乙犠腕は染色体となり移動却J I'L入る o JlIJち染色体は按艇に泊って分

布し，根肢と仁が消失するに従い;按外の紡鋪締は染色体と連絡し両極に位置する棋になる。かく

してみin分裂の'I-q叫に入る(出 1Ii;y-!a， b， c)。

甜菜はn=9であり，従って 48蹴は体市HI胞で18，4048 wえは36の染色体敢である。第I分裂

Ij'W!の染色休接合は 48枕で、は1fiどすべての桜放が911111の二関であるが， 4048 wJtでは18例の二

恨の他に性11貨を合む核放も視察せられた(18n: 67%，四i買を合むもの 33%)。
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第 1圃 花粉形成(花粉件細胞より花粉粒まで)

左: ニ倍体(48披b右 I!!'Ifま休 (4048 ID，~)， a， b : 生長期， c: 第I分裂中期， d: 中111]矧，

e， f: 第II分裂中期p 後期:， g， h: 四分子期， i: 第I4lc紛期， j: 第IIJ/lc結期，初期，

k: 同末期， l-n: 第 11国核分裂まで， o-q，第II凶核分裂より成熟花粉粒まで。

倍率約 1000倍。

13 

北いで染色体は雨極に分離し新たな核肢を生じて 2伽!の娘棋を形成し，中tillWJに入る(第1

1枯Id)。中日¥lAAは短時間に経過するものの如くで，引続き第II分裂に入る(第 1/i;，fj e，旬。

以上2回の分裂により問分子棋が形成され，児に核問に*i!l胞貨のくびれと隔肢を生じてVLj分

子となる(t111!品Jg， h)。 凶分子の各分子は夫ノ守護育を続け， -Jl.丸味を帯びるがその後外形が不

整形となり顕著た収縮を示し，いわゆる第I牧縮倒に入る(出 11凶Ii )。三えいで再び球形に反り，同
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時には:*1lI胞の*HlJ胞肢が泊夫し始め，やがて第II牧縮刷に入る(錦 1J同j)o l!IJち柑楽Eに於ては禾穀

類などに較べてほ制lE包肢の消失が混ぃ1)。 但し牧縮JkjJに於てVLI分子の内容が時には核及び仁まで

も判別に困期tな税i農3ftするととは挫りはない。第114牧文祈納i件i具明p剖)lに於ては4牧文柘縮;し7たζd版つ主長土友E形1欣}たtを旦すると

は言え，同時に外殻の形成を件うためカか込大きさはむしろ増kする掠でで、あるる0)0

v匹問I~I分干子.の各分ニ子子は分離しし， その忌4ボ{に<J期L悶可にはう完.ヒ己全に1濁1喝1立する (泊 11比加t品品古司!けj，k旬)。 収対iAA態より回復した四

分子即ち若い花粉は徒々外殻形成の速度を ItLめ， *Hl胞の大きさは著しく増大し同時に外殻に多数

の設芽孔が生じてくる。

その後花粉内容が急速に充寅し，反而に棋は次第にal~縮せられ火いでuo 回の花粉核の分

裂に入る(箔l.Jiu;-j1， m， 11)。との分裂に於て 2分した棋の一方に管詫棋，他ιJ;は生.植核となるが，皆

義被はそのまま大きさを哨し，生両f訪3えは民iに江~2 回目の分裂を繰i瓦えすo U~ 2回の分裂を経た生

殖核即ち精子核は失'U~に長大となり，車ì11胞質の充貨と共に紡錘般に挫じととに始めて 1 伽!の完

成した花粉あ?となる(筑 1Ji"il 0， p， q)。 との花粉粒のたきさは長住に於て 48披も 4048枕も共に夫

々の四分子見11のんきさの 2.i乃至 3.0倍に相常する。

以上は 48枕， 4048蹴の何れを1M]わでや正常に殻j主する花粉に共通する経過であって，そのIlll

に幸子しい差異はない。 尤も細胞及び核のんきさ或は仁の敢に就いては常に 4048蹴の}jが優って

いるととは指摘される(第 1Ii;，;-jの諸li;，;1参照)0 I却に成熟花粉の大きさは 48披が20.4μ，4048蹴が

25.4μであって，との1':::は有:立(pく0.01)である。

異常及び退化 48蹴で、はよ凶史的陥で、あるが4048枕では尚い頻度で異常が現われる。 異常

は減数分裂の初WJから花粉形成の末期にまで及ぴ，従って退化も 11~師:々の程度のものがイIiEする。

先fゆ~Jt~の異常としては第 I 分裂 i判明以前日IJち生長期に於ける核内容の過染，高ìll胞12の室胞

化或は*ill胞全体の不整形などがi担当させられた。とれらの異常は附品組を通じて現われるが，何れ

も 1111 もなく退化の徴候を示して来る。第 I 分裂の r1~Jt円以前では細胞質が時出となり桜内容が濃染

する程度であるが，中WJに入る頃には細胞は空虚となり;骸は遂に消失して了う。

第I分裂の中期jから第II分裂の後i閉に立るIUIの異常としては附分裂の中JkJjに於ける分裂凶外

染色体，後期に於けるu滞染色体及び染色体橋，或はまた多脳性核放の11¥現などを単げるととが

11¥米る。とれらの異常は 48蹴よりも 4048~虎にえましく，分裂凶外染色体の 11\現頻度は夫々 3.03%

及び10.58%，主1滞染色体のそれは夫々1.8i%及び 10.6496である。分裂凶外染色体と起訴!?染色体

1)禾穀類の花粉では第Uc結期以前に消滅する(木原 1937，*}Jl~，千古 1942， i~'，材、 1936)

2) タ!、殺形成も禾毒虫類の花粉の方が早v、(寺尾等 1940)

3) 甜ZEのlf粉形成に闘しでは Artschwagerの 1927&f.&.び 1947年の報告がある。然し前者は記述が簡単であり，
後者は敏性不稔の場合であヲて共に著者等の磁焼結果との比較は不可能であヲた。
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は或程度回復するが，主主治一部はとり残されて，多松|主板松と共にノj、接形成の!京l主!となる様であ

る。とのI~flの、消息、は第 1 表に示したVJ.I分胞子形成J~J及び‘四分了~W)に於ける小核形成の頻度一一ー二

分子をと単位とする一ーからも推定に難くない。!!Ilち 48枕では 0.69%及び0.62%，4048披では

11.0396及び 13.2i%と云う値を示している。

第 1表小核の lH 現脱皮

目回日 種 48 '#[{ 4048~虎

キ亥 数 O 1 言1・ O 2 

四分胞子(勝二分子数 285 2 287 2ラO 31 一 281 

形成期 グ ア4 99.3 0.7 100.0 89.0 11.0 100.0 

子期 fl観終二分子数 320 2 322 3.27 45 5 377 

JILI ;r グ% 99.4 0.6 100.0 86・7 11.9 1.3 99.9 

とれらのノj、核は，その大部分が正常の四分子と同様に，第 I収縮晃!Jを:経過し多少大きさも増

すが，第 II牧結期を限度としてそれ以後の生育を停止し次第に内容を消犬して成熟期頃には時

々完全に空虚な不稔花粉粒となって了う o

四分子期以後に現われた異常としては特に穎者なものはないが，官主連ー速度がuいものや鑓形

過染したものなどが認められる。との間の異常も亦 4048~.皮に多い。とれらの異常型の退化の程度

は比較的軽度であって，外殻は正常の大きさと形態を保ち乍ら内容の設i主がf!ドわぬもの， 3 {['¥Iの

桜は備わっているが細胞11が続出なもの，或はまた核の形態が不整なものなどがとれに相註する

と，I目、われる。

なむ細胞及び板のたきさに就いては正常設遣の場合と1.'1]棋常に 4048枕の方がたきく，一例を

成熟期!の内容f希薄及び空虚の花粉粒の也f-~'~にとれば，トWK'の千均に於て 48 枕では 14.6μ ， 4048 披

では 15.8μ なるflf[が符られている。雨品加共相首の鑓異を示すがそのをは千j立(p手 0.01)である。

要するに異?;?と退化はトHdM0置を通じて認められるわけであるが，その頻度には可なりの23が

あり， 4048蹴即ち凶倍休では48脱却lち二倍休の数倍jう主十数倍にも速する。而してとの若は特

に第I分裂の中期から弟II分裂の後期にかけて著しく，俗化に伴う染色体の異常行動がたきな原

|羽であるととを示している。凶に，本質験にM封建して得られた雨品種の成熟花粉に於ける形態的

不拾花粉王手は， 48披に公いて 8.05%(親察知、花粉童文 30888，不稔花粉粒2486)，4048践に沿いて

25.81% (観察組、花粉粒童文 246i9，不捻花粉粒数6369)であった。

VLI絡体品積の減数分裂

前主lbの様に凶倍体に於ては弟I節目分裂を通じて染色体の異常行動が認められる。 i材分裂に
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闘し， 4162枕をmいてやや詳しく記述する。
多{托染色体の形成 4162枕では， 4048脱の場合よりも或はまた従来の報骨よりも1)史に高

い頻度で多依染色体が形成される 0・即ち'5l'CI分裂の中WJI'C.於ける間前，三町，二{頁及T5-W.'[染色

体の市iII胞首りの千均は犬々 5.16，0.17， 7.21及び0.44であって， N:に川W1の形成が著しい。 I早l恨

の童文はOIVから 9IVまで，あらゆる段階に及び，そのモードは 6IV)う至7rvである(筑2去，第21叫

第31品，)1a-d)。間lnの接合の形fj.1¥は環献が51.8%，~j'(欣が 35.2%でとのN4形が全接合形の大4去を I~Î

制 ~II

。出

牧
ひり

10 

一一一制様細胞!，

ーーー司ポ 7 ソ ν 時 ~;llh拍i

() 

I'~慣内政

第 2 圏 第 I 分裂中期にに於ける四{買染色体の形成狐皮(匹i倍休 4162.~涜}

めるととは他の多くの同質問倍休に於けると同様で、あったへな必二位もまた Orrから 18nのあら

ゆる段階に1-iっていた。

第 2表 第I分裂中期に於ける問{氏染色体形成の$iU変

四 f貨の数 。 2 3 4 F 6 7 8 9 百十

観童文・細胞数 4 3 2 15 17 27 28 13 13 3 125 

?五 3.2 2.4 1.6 12.0 13.6 21.6 22.4 10.4 10.4 2.4 10().0 

---..----- 、園田-..，.--.'

羽l 論 鍛者 19.4 13.9 18.8 21.9 21.2 16.4 13.4 125 

*ポアソン分布に従うと者!故しての細胞敗。 χ2=10.41.ν=5，P=0. 1O ~0.05 

核分裂の異常 第 I分裂中山!に於て染色体が赤道放に配タ1)しない場合或は遮れる場合が砂

くない。本rI，H'Aで・はかかる異常を示した桜紋数は55.296にも挫している。 llllち正常桜紋は44.8%

に過ぎない。然し後期13Zは格別の観察では正常の分裂過粧を経たと'1I'倣される細胞は65.4%であ

るから或純度は回復するものの様でるる。後j期L叫月及びび、t経各J却別p別jの具常とはi辺b正J}詰世滞tf併l持p似封染と色f休本及び

現でで、あるととは 4的04必8~蹴1虎k と ['Î]寸司針』総~í{でで、あつて， その頻度は犬々耳L5li;1に現れる場合が18.2%及び 12.7%，

N~~干の ln:複せる場合が 3.7%である tU~ 3炎， 2(c 31;;，¥1 e-l)。

1) 望月，松村(1950)は治二者等と刷版な材料に於て， 17%の多似染色体形成度u笠を報じている。
2) 務茄 (Uæo~rT 1935)，甘藍(Howh1m 1939)，直脚(良品 1945)の|司11匹l倍体など。



甜楽のf活費主性品積.に関する研究

第 3表 第I分裂後期tこ於ける遅滞染色体と染色体橋の出現頻皮

染色体格の数 o

遅滞染色体の数 O 2 3 4 O 2 

建国 sH 

% 

数 72 11 6 2 10 3 

6ラ.4 10.0 5.5 1.8 0.9 9.1 2.8 0.9 

第 3園 第1&び第II分裂に於ける染色体行動の異常(阿倍体4162競)

110 

100.0 

17 

a:第I分裂中期(9IV)，b:同(3rv+1m十10n十1r)，巴:一同(8rv+Irr+2r)， d:同(18rr)，e:同(赤道板から離れた

染色体)， f:同(二紡錘総)， g: rnJ(分裂間外染色体)，b:第I分裂終期(遅滞染色体)， i， j :耐(染色体橋)， k:中rm期
(染色体橋)， 1:第1I分裂中期(第I分裂で形成されたf染色体橋と赤道板外の染色体)，m:r可(染色体橋1)，n: ~司(赤

道板外染色体， 0:rば(再び悠合せるもの?)， p:同(正常)， q:第II分裂後期(第II分裂で形成された染包体椀)，

r，s: t司(第I分裂で杉成された染色体f績が第II分裂で分れた場合?)， t;第II分裂終期(遅滞染色体)， u:同(分
裂圏タI、染色体)， v:附(一方の四分子該が総合?)， w:同染色体格)。倍率約 1200倍。
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消 II分裂I/Imlに於ける正常松紋は 62.9%であり，ほほ、出I分裂の 65.4%と言う111¥と一致して

いるが，後!til及ぴt幸男jではNぴ 49.6%に減少する。との減少は前II分裂に於て再び、その分裂而に

染色体柿及ぴill滞免色体が現われるためである(抗4去， !X~ 31前Im-s¥。勿論筑I分裂で生じた染

色体柿は 1:1 '1日H切に於ても認めるととが出来，1!iにおíOI 分裂の 1~I J1fl，中には絡ltflにまで、残存ずるも

のがるる。

ill滞染色体と染色体柿は細胞itrll(rC.取残されて消失するが，中には小核を形成する場合も存

在するc:m 3[;'，11 t-w)。

第 4表 第II分裂後期に於ける遅滞染色体と染色体橋の1111見顕皮

染色 体 橋 ;屋 沼? 染 色 休

常1 .iE 第E分裂 第I分裂で
紡錯綜内 がj路線タl、 岡者の

言十

で生じた 生じたもの に遅滞 にi¥'lc;(j， ifl:. メc弘E、
もののみ も含む

24 16 26 日8 2 250 

49.6 9.6 6.4 10.4 23.2 0.8 100.0 

な;J;;-IJ、按は多制ぞtの分裂にj7，Jっても形成されるととは 4048枕で、jdtべたと同様である。

数的手干物I 以上の記述からも推定される枝に第II分裂中期の染色体数は，著しい控異を

示している。第5去はその成松を示したもので，染色体数は 12から 20Vこまで及ぶとと， 18の染

色体重立の二分子の頻度μ[lち教的に千術な核枇率は慌かに 31.4%に過ぎないとと，然してその反而

に 18以下のそれが46.6%にも挫するととなどが指摘される。

第 5 表 第Il分裂。中労lに於ける染色体般の携異

染色 f~ 数 12 13 14 15 16 17 18 19 20 百十

一 分 ごr- 鍛 2 5 18 44 ラ2 25 3 IラO

。~~ 1.3 0.7 3.3 12.0 29.3 34.7 16.7 2.0 100.0 

従って，呉数収[:特に 18以下の染色体数を有するi'日分子が形成されるととは，ほほ'Ilfjかで・ある。

かかるIJL]分子が形態完全な花粉にまで殻挫するかEうか。 前越の4048~世に於ける花粉殻JEの経過

或はまた 4162 枕の成芸~花粉の捻幸容が， m6去に示す虫nく80%近くにも挫すると官う事貨は， 11R 

令j主 1:1 1 に於て~il'W;童文が進化するとしても花粉F，:としての形態を備えるものが砂くないととを示唆

するものである1)。

1) I司氏l川町本に於ける平衡核械室谷<花粉稔率の閥係は者茄 (LESLEY& LESLEY 1930)，玉罰黍(RANDOr.rn1935)， 
甘藍 (HowAllD 1939)，骨量楽(YAK:1JWA1944)，務淑(jI~i111 1939)，亜麻(MAHn¥A1945)，総(ij'I，鳥 1952)などに於ても

報労されている。
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第 6表花粉給率

観結花粉 不稔花粉
Z念 率 C%)

nロn 干竜 個体重主
中立 駿 粒 要主

(個休刊の平均全体の平均

416H虎 予 16423 3674 80.9 77.6 

162披 6 18291 1464 92.4 92.0 

然らばとの花粉が受精力を有するかどうか，言い換えれば後背に異童文体が析出するかどうか。

とれらの黙に関しては目下調奈中であり，その結果に就いて後日夏めて報背し度いり

II. 花粉の人工費芽

強引哀の決定

供試品種は48琉と 4048慌である。花粉J玄関花直後の新鮮なものを使用した。後芽床は寒天

を196としたものを基準としとれに[(t(柄， "N愛知，その他の添加物を加えて行ったものである。

殻芽率。決定は置床後4時間とし，コットン青液で、鹿現して染色と同時に固定した材料を親祭し

た。との場合全.く染まらなかったものは視察から除外した。な必同一寛験中の同一保件。護芽床

に封しては常に 3回以上の反覆匝を設けた。

rm樹濃度

甜菜に於ても先一夕、rm柄の添加が必要で、ある。際棋の濃度を 1096，20%， 25%及v:3096の4附

級にとった結果では，常に 25%の岡氏於て最高の護芽率 (48枕にて15.1%)を示しその前後の

濃度では遮減した。

71¥.索イオン濃度

一般に有機醍を以て調節した微隈'l:tの土庁芸基が，花粉殻芽には好泊とされている。百tt菜がど

の程度の水素イオン濃度.I.![JちPHを誼首とするか，また如何なる隈を以てそれを調節するかを知

るために， 2，3の隈を以て試みてみた。その結果は，既に闘立北海道農業試験場で報合した場合

と同様に拘機酸が最も有効であっため。即ちtili槙濃度を25%に保った殻芽床に N/20の杓榔隈及び

NJ20の苛性曹建を夫々所ー定の PHになるまで加え，そのfJ!.i.を5.0から 7.0のn日8附級に匝分した

ととろ，護芽率はPHの控化にまJし組めて敏感に反!配するにも拘わらや，二倍休，四倍休を通じ

て常に同様な傾向者と示し， PH flliL 5.6)う五5.4特に 5.4に於て共に最前iの護芽率¥(48披:37.3%， 

1) 間賞四倍体に於て四倍体→異ー里主体→二倍休の過程をとる場合があることは， ライ多 (MlNTZUNG1943)などに

おいて明かにされた事主主である。

2幻) 狗韓椴ま再主釘'Ì~恭5加がz瓦王結果をもたらすものと 1ιJ て石.尚向

なεがある。
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4048蹴:29.891})を示した。

化事物質の添加i

或る柿の化J堅物11をノj、長添加するととによって殻::W.*が正:jめられる場合がある。かかる添加1

物江としてベプトン，棚ri丸デアスターゼなどを使Jijして見たととろ，ペプトン及び、棚riをに於て

相';~;;の効県が認められた。

即ち先十utiWf濃度2591}， PH=5.4の殻芥wを摂[J'jHとし，とれにベプトンを0.596，1.096， 1.596 
及び2.096の 4附級に分って添:1mした結果で'It，1.096 lliAに於て 48披， 4048脱共に最高の強芽察

を示し， (48蹴:40.296， 4048 ~虎:31.196)，次いで・ペプトンを1.09ぎに保ち PHを5.2から 5.6まで

縫えた紡県で'lt，やはり同様に松山の殻芽率は PHfli'L 5.4に於て件られた (48~: 43.596， 4048 i庇

36.396¥)) 

共ぎに棚醍添加lに就いてであるが，同じくnu桝2596，PH=5.4の殻芽床に所..:~j(l:の棚隈i作t夜

を加えて 0.001696，0.00596， 0.0196及び、0.0396の濃度とした。その結恥は棚階添:1111の各隠は標準

1託即ち無添加1の匝より何れも尚い殻芽率を示し， qEに0.00596附近が良好であった。との濃度に於

て48枕ば 56.2劣， 4048 ~院は 33.6%の殻]-:率である。

ととにベプトン，棚隈共に引効であるととを会nったので，}1lめてペプトンと棚献をfJj:JIjして

見た。その結果は第7表及び第41:誌lに示す技に 持 G<劣

井

48 ~党， 4048披何れに於てもめiめて兵好な成結 半

であって，標準l高(無添加1¥ペプトン早川j!p.i，棚

敵前Ij師， ベプトン棚隈01:JIj 1孟の)1院ld矧ミ率が

上昇した。

こ山

<<， 

日u

ーー_4H蛇

--.，刷批

〆ノーィ/

^ C D 

とれと全く同械の成績は同時に行った 398

~JJt及ぴ VWF の 2dMiJtに就ても何られている。

.4圃 ベプトン・捌般の添加と殺~主主幹

A: t~j，l[，民， B:べ7'トン 1%添IJO，C:棚階0.005%
添加， D:ベプトン (1%)・捌椴(0.005;?の添加。

第 7表 ペプトン・棚阿古の添加と溌芽率
ー尋

48 ~虎 114を8披loDo後芥讃4048 fiIt とせる
後芳三床の純類

税務|務芳三|匂率 観 if]きI花五重粉芽歎 1悶4=率 I場合の4048}虎
花粉扱花粉扱 花粉敷 Iの比率

1明i繍 25%，PH=久4 514 204 39.6 417 133 31.8 80.3 

グ ， グ +ベプトン lμ 477 205 45.8 445 157 35.2 76.9 

グ ， グ 十倒防0.005% 364 265 52.5 406 139 34.2 65.1 

1/ ， グ +ベプトン，砂!被| 622 348 55.9 373 143 38.4 68.7 

1) ベプトン添加が有効なものに南瓜鴎(CASXETTFJlI930)がある。
2) VWFは Vi¥morinWbite Fren巴hの略，その人病問倍休は 4VWFで示す。
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以上一連の賞験によって甜菜花粉の議芽に過した人工琵芽ほとは窓犬 1%. nlit符25%. ペプト

ン1%.棚醍0.005%.PH=5.4. (拘儲械により調節)なる底方のものであると言うととが出来る。

貯賊明聞と殻芽率

48披.4048l)Jje. VWF及び4VWFの4品種を用いて花粉の保生貯戴能力に闘し.i品皮との

闘越の下に殻芽王手の鑓化を調査した。 i易度は閥係i長度に於て 0%.10%. 20%. 30%. 50%の5

階級を匝分し，外に 48~及び 4048 蹴の 2 品和については放置l亘を設けたものである。泌度の調

節は硫酸を以て行い.096では更に|臨化カルシウムをもfJf'Jijした。花粉搾取の時期即ち花粉の熟

度，観察方法などは全て前述の寅験と同様であり，殻芽床も亦開眼，ベプトン添加(PH=5.4Jの

花のである。置床に首つては前底辺IIとじて吸タkせる憾紙を張ったシヤ{レを花粉の上にかぶせ，

花粉に 30分jう至1時間の吸漁を行わせた。

な主旨各測定自{Uま2回以上の反覆の下に 300粒以上の形態完全な花粉に就いて得られたもので

ある。

i熱度5096の場合

殻芽率の援化は第 8表及び第 51~品lに示す如〈で. 4品種共に同じ経過を辿り， 最高の殻芽卒

ーはほ取昔時にあるが，その後は急激に減少して2日後には午減し.13日後には最低の{直に建する。

発 50%

芽

率 40

10 

一一ーー操皮 U96 

--ーー一向 50qh 

-一一ー同約 709630 

20 
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貯競日敬(開花後日数)

第 5圃 貯識期間と溌芽率

議度目o~~及び 0%は 4 品積 (48~虎. 4048君主， VWF， 4VWF)の平均. 放置(滋度約 70~~) は 2 品碕 (48 ~虎，

4048君主)の平均。

尤もそれ以後に於ても僅かながら殻芽するものがあり，との欣態が40日頃までも続く。
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第 8表 撚)史 50%!Jt.ぴ 0%に !tj'減せる場合の花粉~51'キ

漁 1史 50 % 滋 !支 O ?五
貯蘇

48 ~涜 4048競 VWF 4VWF 
4品干"Iiの

48 ~虎 4048弘宅 V羽'F 4V羽TF 4品械の
H 書士 21三 士勾 平均

(%) (%) (~の (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

開花常日 28.0 30.4 39.1 32.3 32.5 28.0 30.4 39.1 32.3 32.5 

1 H守麦 24.3 16.6 27.9 20.8 22.4 44.1 40.8 48.2 31.5 41.2 

4 グ 日.4 5.8 ラ9 2.5 4.9 1ラ.4 11.2 13.4 10.0 12.5 

6 グ 6.1 8.0 7.9 3.1 63 21.8 29.1 33.8 15.8 25.1 

8 グ 4.2 3.7 1.9 6.8 4.2 26.0 28.4 40.1 21.5 29.0 

IO グ 0.0 0.8 0.4 I.I 0.6 13.5 18.3 36.8 31.0 24.9 

12 グ 0.6 4.5 0.0 1.9 1.8 17.2 30.0 38.0 22.0 26.8 

15 IJ 0.0 0.4 0.3 0.0 0.2 11.2 16.0 18.5 18.2 16.0 

17 IJ 1.4 0.7 0.3 1.0 0.9 5.2 5.1 14.2 8.2 8.2 

19 グ 0.0 0.3 0.5 0.5 0.3 5.6 3.5 3.3 7.1 4.9 

21 グ 0.8 1.6 1.5 2.4 1.6 4.6 2.7 8.7 6.6 5.7 

23 グ 0.8 I 0.6 J.J 2.1 1.2 9.4 12.3 12.7 15.7 1.2.5 

26 IJ 0.3 0.5 2.2 0.3 0.8 3.0 2.9 9.3 18.4 8.4 

28 グ 0.8 0.0 0.3 0.8 0.5 0.8 0.0 0.3 0.8 0.5 

31 グ 0.3 0.5 O.ラ 0.0 0.3 4.1 1.9 4.1 2.4 3.1 

33 グ 1.2 1.6 2.2 2.2 1.8 2.9 2.3 9.6、 4.0 4.7 

35 グ 0.8 1.0 1.9 1.6 1.3 2.8 I.I 5.8 2.4 3.0 

37 グ 1.3 1.2 1.3 0.9 1.2 1.2 0.6 4.4 1.4 1.9 

40 グ 0.8 0.2 0.0 0.5 0.4 0.5 0.7 2.4 1.9 1.4 

42 グ 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 2..2 1.9 1.5 

誠、度O96の場合

との成結もおiC8 去及び抗 51"，';1 に示してある。日[Jち各品和共探ll~常時或l土 1 Fl後にiil:?':jの殻芽

~を示す。との貼前記の場合とほほ'同肢であるが， !i~i成Wl は 15 日後に，また故f正日i.Iま 30 R以後

に延長される。その後も或程度の殻芳ーを示して調夜をれ切った 50 日日頃でもな:t--~Jt3J~力が11~村ーさ

れていた。

その他のi必度

3096， 20%及ぴ10%の;場合については主n成l~J]も II日正の111'1 を示した時!日l も共に 50% と o% 0'r:日

にdうるが， 30%と20%では50%との1111にあまり)f::がなく，その反耐10%のものは 0%の場合に近

い。 とのととはf供'JI:共le民μ..，イEバ試;

の保生!削~J引削!月川III問l日山l日i同泊が2寺著干しく延 l長￡されるととを物;詰?許古つている o 負第P35げ9去lは土 4(f品7目1研平均の殻:芽丸子竺芸不率字存.の鑓化を， ま

たt(cs [~;;I は千均殻芽率， !i~減見n;及び保生!tJJ r: nの鑓化を示したものであって，よくこのr:\Jの泊，日、を
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議Y芝:0;%の保生fI毅は 50日以上。
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第 9表

1Fl 
議

数

開花常日

lfl後

ni' 

日

1.5 .'23グ

0.3 26グ4 グ

2.7 

3.1 

2.8 

1.0 

1.1 

0.7 

0.9 

8

5

4
‘
 

n
u
n
u
'
i
 

0.7 

1.1 

1.1 

28グ

31 グ

33 グ

9.2 

10.3 

8.8 

13.5 

2.5 

3.0 

2.0 

1.0 

4.6 

4.9 

4.6 

6 グ

8 グ

10 グ

0.7 35グ1.4 12 グ

1.0 37 グ8.5 
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15 グ

0.6 

0.3 

0.2 

0..'2 

40 グ

4.'2グ5.1 

1.4 

1.4 

17 グ

19 グ

師fill開共に13:敢に殻芽力を犬い， !.N成な;j;;-48披及び4048披の宝内放置の場合に就いては，

また 6 日後には全く護芽力を犬い，故も 1~ミ生期間が短かかっ期!ヱ1日後と 2日後の間にあった。

との場合のi感度は円により幾分の禿異があったが7日間の平均は約 7096であっ7と(第51品l参照)。

て同じくi熱度の増加が組めて不利に働くととを示していた。

要するに花粉を貯蔵する際には，容器内のi熟度を少なくとも1096以下に保つととが必要で‘あ

って，若し0%の下に貯えるならばl品種の虫fl{nJ-一一倍数性も含めてーーを問わす=採取後15日fH乙
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於てもなゐ1m花故時の午分の弦芽力は保つことが11'.来る。

花粉の熟度と致芽率

未熟花粉と完熟花粉の設芽力の:;II~:具を調布した。未熟花粉とは開花 1 日前の干とから採ったや

や粘脚性を帯びた花粉のとと，完熟花粉とは[山花間約して飛散せんとする花粉のととである。供

llJ¥，IMA:は48蹴及び4048披であり，殻芽!和主n日柄25%，~忠夫 1%のもので，とれに N/20 拘機隈

或は N/20'1，)'性腎tiiliを以て PHを5.0から 7.0まで7附級に保ったものである。観察時期， 方法l土

前述の諸調抗と同様である。

調子王の結果l土第10去及び弟 7I品lに示

してある。凶lち完熟花粉の殻芽率を 100と

するならば未熟花粉のそれは雨品問共に70

以上で・あって，未熟花粉といってもとの脱

皮のものであれば相?;IH--い殻芽力を有して

いる。

な必未熟花粉の故r.!]殻芽苦手も完羽花粉

同校PH5.4に於て得られている。

礎 ~09出
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第 7園

第 10表 花粉の熟度と没芽寧

後時の間|
5.0 

(%) 

48 ~虎 1l未完熟熟花花粉粉 I 0.0 
0.0 

* 

側波(完熟花粉|
0.0 

未熟花粉 0.0 

* 

係完熟花粉の型車刃三率を 100とせる場合の米熟花粉}の比率。

r日航及び1:}数性と殻芽率

6.2 

-圃圃・ 4川被官熟

・・・・ー 同 未熟

岨園田紳'h!被育熱

.---同未熱

PH 

f{~!皮と五主主l'率

千均

(%) 

74.6 

81.8 

とれらの詳細は誕めて報背し皮いが日1都1[¥1及び二11写体と供数休との11¥1に禿異がずf:るととは

lリ1かである。

第 11去は後:芽!ぷ，花粉の熟度， Wr.J主主l三次， その他の保fI二を具にする資験に於て:f'Jられた殻

2浮き容を1Æ~録したものであって，表 I ↓1 の 48 枕 398 枕及びVWFの 3 ，:，wiJí:lJ.l1には常に一定の傾向が認

められる。即ち常にivt向の殻=w率は VWFに於て符られ， :lTt1正は 48枕である。



百甘楽の倍璽主性品積に闘する研究 25 

な沿衣中の各測定値lま何れも 3回反覆， 400粒以上の形態完全な花粉をJIjいて求めたもので

ある。

第 11表 資芽率の品種間差異

類種の験笈

30.1 52.8 (175.4)持 46.5 :(154.5)様

E 41.1 46.2 (112.4) ラ5.2 (134.3) 

E 17.4 29.8 (I71.3) 33.1 (190.2) 

IV 21.4 23.5 (156.5) 46.8 (218.7) 

V 22.3 37.1 (166め 53.2 (238.6) 

VI 23.9 29.7 (124.3) 47.7 (199.6) 

48 競

(%) 
398競

(%) 
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様 48貌の官聖書F塁手を 100とせる場合の比率。

また二倍休と四倍休聞の主異については 48披と 4048~慌に闘して岐に各所で示した様に護

芽床，採取後の貯蔵日童文，熟度など篠件の如何をI甘jわや， 常に 4048枕の方が劣っていた。とれ

らの成松を集計するならば 4048蹴の設芽妻子.は 48蹴のそれの約 70%(計算では 72.8%)に相古す

る。

同様の結果は VWFと4VWFのlifJでも得られて会り，種々の賞験に於て符られた成績を集録

すれば泊 12去の如くでるる。l![Jち4VWFの殻芽王手は VWFのそれの 73%であり，やはり同程度

に於てp引自体の鼓芽王手が低い。

第 12表 VWFと4VWFの主主芽率

笈磁の裕類
VFW 4 VWF 

(%) (%) 

I 46.5 37.2 (80.0)勢

E 予言2 41.3 (74.8) 

E 39.1 32.3 (82.6) 

W 27.9 20.8 (746) 

V 27.5 23.2 (84.4) 

百 30.5 18.7 (61.3) 

1{][ 45.4 28.7 (63.2) 

1m 48.2 31.5 (65.4) 

平 均 40.04 29.21 (忌~)
後 VWFの王室芽主容を 100とせる場合の4VWFの比率。
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援するに四倍休-の花粉は設芽率が低下しもとのこ:ii~1*のそれの約70%税度であると言。てよ

い。然しとの結果からiuちに n=18の花粉の護芽率は n=9のそれの 7096であると言うととは

出来ない。何故ならば， 14なにも主!bぺた棋に甜菜に於ても形態的に正常な花粉のqCIに異教性のもの

が合まれている可能性が正hいからである。

なた不稔花粉12.を含めた場合，即ち線、花粉粒に!tする鼓:芽Z容に就いては，二倍体に封ずる V_LI

f自体の比率はもう少し低下する。;本dキ本トド4貨験に闘j辿1車l してf字得~i与‘』}られ7たζJ.記 4dl' 

%杉， VWF: 80，296， 4048訪た:75.3%， 4 VWF: 74.9%であるから， 4048枕は 48枕に3討し，また 4

VWFはVWFに!Jし夫々倒、6%，68.2 %と言う比率でるる。

摘 要

花粉形成に就いて

1) 甜菜の花粉形成の過粍は原則的には禾穀類その他の杭物に於けるとlii]械であるが，禾穀

類に蚊べて花粉時細胞の細胞脱の消失の時期が4い。

2) 二倍体も四倍休も，若しそれが正常なる花粉粒にまで鼓辻ーする場合であれば，その護法:

過程は全く同様で、ある。

3) 花粉ほ細胞の生長期lより成熟花粉に五る各段階を通じて，二倍体， ILLJ俗体のやずれをIl1jわ

や，異常とそれに作う退化が観察せられた。然しそのト1¥現頻度は常にlιl俗体に出iく，q与に弟I分

裂'f!Jaから筑II分裂後期に於て梓しい。
4) 具常の主なるものは多{日染色体の形成，叫滞染色体，染色体柿及び多極分裂の出現，或

は中桜形成など}Vi詐i染色体行動の異常で、あった。

5) 染色体行動の異常は具敦信t凶分子を結足せしめ，問分子の60%以上が具軟性の場合が担

当さされた。 0'(数性凶分子の或るものは異教性花粉にまで、宮支出するものの棋である。

花粉の人工授芽に就いて

6) 二倍休， Il1I i{f休をIMJわや，或はまたlhL町，熟度の如何をjiUわ十，人工護*1ぷとして好過

な民主方は失の如きもので、るった。

ミ立ミフく E日前 ペプトン 捌酸 PH.(杓融自主)

1 % 25% 1 96 0.005% 5.4 

日[Jち30ccの水に

思天 J.'fH腕 ベプトン 0.1%棚隈 N/20拘陥商交

0.3 g 7.5 g 0.3 g 1.5 cc 0.5 cc 
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を加えればよい。

7) 花粉の保生貯蔵期聞は容器内の協度に左右され，特に関係協度10%を境とじて著しい差

異を示した。室内放置(約70%)の花粉は採取後6日で全く護芽力を失うが，とれを 0%に貯える

ならばflit種の如何，二倍休たると倍主主体たるとを問わや15日後に於でもなお採取昔時の牛分の殻

芽率引呆ち， 50日後でも護芽力は消失しなかった。

8) 未熟花粉でも開花1日前程度のものでは，成熟花粉の設芽率の70%以上の護芽三容を示し

た。とれほ二倍休でも四倍体でも同様で、るる。

9) 護芽三容には Ilflかに品種間差異が存在する。また，二倍体と IJ~11書体のttl1では常に四倍休の

方が低く，二倍休の鼓芽互容を 100とするならば同保体はそれの 70%に相営する。
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